
『さあ投票　選挙の主役はあなたです』

大阪府選挙管理委員会

は じ め に

選挙は、民主政治の基盤をなすものであり、住民が政治に対して意思を表明する最も重要な機会です。

　この冊子は、病院や施設に入院・入所されている方々が一人でも多く投票していただけるように、選挙の日程や投票の方法といった情報を提供するために作成しました。

　病院・施設の職員の皆様方には大変お手数をかけますが、入院・入所されている方々に対しまして、本冊子により選挙に関する情報をお伝えいただきますとともに、入院・入所されている方々が適切に選挙権を行使できるよう、格段の御配慮をお願いいたします。

　令和元年６月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府選挙管理委員会

目                        次
１　選挙の種類と日程･･････････････････････････････････････････････････････････１

２　参議院議員通常選挙において投票ができる人･･････････････････････････････････１
３　投票の方法････････････････････････････････････････････････････････････････２
(1)　一般的な投票の方法･････････････････････････････････････････････････････２
　① 投票所･････････････････････････････････････････････････････････････････２

② 投票の方法･････････････････････････････････････････････････････････････２

　③ その他投票所の設備等･･･････････････････････････････････････････････････２

(2)　点字による投票･････････････････････････････････････････････････････････３
(3)　代理投票･･･････････････････････････････････････････････････････････････３
４　期日前投票及び不在者投票･･････････････････････････････････････････････････３
(1)　期日前投票又は不在者投票のできる人･････････････････････････････････････４

(2)　期日前投票又は不在者投票のできる期間･･･････････････････････････････････４

(3)　期日前投票又は市区町村の選挙管理委員会で行う不在者投票･････････････････４

　① 選挙人名簿に登録されている
市区町村の選挙管理委員会で期日前投票を行う場合･･･････････････････････４

　② 選挙人名簿登録地と異なる市区町村の選挙管理委員会で不在者投票を行う場合･４

(4)　不在者投票指定施設における不在者投票･･･････････････････････････････････５

(5)　郵便等による不在者投票･････････････････････････････････････････････････６
① 郵便等による不在者投票のできる人･･･････････････････････････････････････６

② 郵便等による不在者投票の手続･･･････････････････････････････････････････６

(6)　郵便等による不在者投票における代理記載制度･････････････････････････････７
① 郵便等による不在者投票の代理記載制度の適用を受ける方･･･････････････････７

② 郵便等による不在者投票の代理記載制度による投票の手続･･･････････････････８
５　候補者等の情報を知るには･･････････････････････････････････････････････････９
(1)　選挙公報･･･････････････････････････････････････････････････････････････９

① 選挙公報･･･････････････････････････････････････････････････････････････９

② 視覚に障がいのある方向け「点字版」・「音声テープ版」

・「音声コード付拡大文字版」･･････････････････９

(2)　候補者の氏名等の掲示・点字の候補者名簿･････････････････････････････････10
(3)　政見放送及び経歴放送･･･････････････････････････････････････････････････10
① 政見放送･･･････････････････････････････････････････････････････････････10

② 経歴放送･･･････････････････････････････････････････････････････････････11

③ 放送時間の決定･････････････････････････････････････････････････････････11

６　正しいルールで明るい選挙を････････････････････････････････････････････････11

(1)　禁止される選挙運動（例）･･･････････････････････････････････････････････12

(2)　自由に行える選挙運動（例）･････････････････････････････････････････････12

(3)　選挙をきれいにする国民運動推進大阪府本部声明･･･････････････････････････12

《資料》

· 大阪府内の選挙管理委員会一覧･････････････････････････････････････････････14

《様式》 

· 不在者投票宣誓書・請求書･････････････････････････････････････････････････17

· 郵便等投票証明書交付申請書（代理記載なし）･･･････････････････････････････19

· 郵便等投票証明書交付申請書（代理記載あり）･･･････････････････････････････21
· 公職選挙法第49条第3項に規定する選挙人に該当する旨の記載に係る申請書･･････23
· 代理記載人となるべき者の届出書･･･････････････････････････････････････････25
· 同意書及び宣誓書･････････････････････････････････････････････････････････27
· 請求書「郵便等による不在者投票用紙等請求（代理記載なし）」･･･････････････29

· 請求書「郵便等による不在者投票用紙等請求（代理記載あり）」･･･････････････31
１　選挙の種類と日程
○　参議院（大阪府選出）議員選挙

○　参議院（比例代表選出）議員選挙

○　選挙期日　　７月２１日（日）

○　投票時間　　午前７時から午後８時まで
○　公示日　　７月４日（木）
○　期日前投票及び　　７月５日（金）から７月２０日（土）

　　　不在者投票期間　　午前８時３０分から午後８時まで

※期日前投票所によって投票期間や投票時間が異なることがあります。
○　参議院（大阪府選出）議員選挙（以下「選挙区選挙」という。）
　　　大阪府から４人の議員を選びます。
　　　
○　参議院（比例代表選出）議員選挙（以下「比例代表選挙」という。）
　　　全国から50人の議員を選びます。

　※　公示日とは

　　　参議院議員通常選挙の期日の公示が行われる日で、これにより立候補届の受付が開始され、立候補者は選挙運動を適法に行うことができます。

　　　選挙人は、この公示日の翌日（７月５日）から期日前投票又は不在者投票を行うことができます。
　　　（詳しくは、４ページ「期日前投票又は不在者投票のできる期間」をご覧ください。）

２　参議院議員通常選挙において投票ができる人
選挙で投票するためには、「選挙人名簿」に登録されていることが必要です。

「選挙人名簿」には、各市区町村の選挙管理委員会が住民基本台帳（住民票）の記録に基づいて登録した選挙権のある人が記載されています。
　　○　投票ができる人

　　　　・　平成１３年７月２２日以前に生まれ、平成３１年４月３日以前から引き続きお住まいの市区町村の住民基本台帳に記録されている人。

　・　平成３１年４月４日以降にそれまでの住所から転出された人であっても、旧住所地における住民票の登録期間が３箇月以上であった人（ただし、旧市町村に住所を有しなくなった日後４箇月を経過しない者）は、旧住所地で投票できる場合があります。
　　　　※　詳しくは、住民票のある市区町村の選挙管理委員会におたずねください。

３　投票の方法
選挙においては、一人でも多くの有権者の方に投票していただくため、いろいろな投票方法が定められています。

　　　　
（１）一般的な投票の方法
選挙期日当日にお住まいの最寄りの投票所へ行って投票する方法です。
①　投票所

　　　　　　投票所の場所は、各市区町村の選挙管理委員会から住所地に送付される「投票所入場整理券」又は「選挙のお知らせ」に記載されています。

　　　　　　病院や施設に入院・入所中のため、投票所入場整理券などで投票所の場所が確認できない方は、住民票のある市区町村の選挙管理委員会におたずねください。

　　　　　　なお、選挙期日近くに同じ市区町村内で転居された方は、その転居の日付けによって投票する投票所が新住所地か旧住所地かが変わる場合がありますので、御不明な方は市区町村の選挙管理委員会におたずねください。

②　投票の方法

　　　　　・　投票所入場整理券（市町村によって名称は異なります。）の提示
投票所入場整理券を持参し、投票所で投票用紙を受け取ります。
ただし、投票所入場整理券をなくした（ない）場合でも、選挙人名簿に登録されていれば投票できますので、投票所で申し出てください。

　　　　　・　投票用紙の交付
　　　　　　　　投票は、それぞれの選挙ごとに決められた投票用紙によって行います。

（選挙区選挙の投票用紙はうす黄色、比例代表選挙の投票用紙は白色です。）

　　　　　・　投票の順序
先に選挙区選挙の投票を行い、続いて比例代表選挙を行います。

　　　　　  ・　投票用紙の書き方
〔選挙区選挙〕　１人の候補者氏名をはっきりと正確に書いてください。
〔比例代表選挙〕　１人の候補者氏名又は１つの政党等の名称若しくは略称をはっきりと正確に書いてください。
なお、候補者の氏名又は政党等の名称（略称）以外のことを書くと投票が無効になる場合がありますので、注意してください。
③　その他投票所の設備等

　　　　　・　投票所には、付添や介助の方、18歳未満のお子さまも一緒に入ることができます。

　　　　　・　駐車場の有無については、事前に市区町村の選挙管理委員会へおたずねください。

・　多くの投票所では、車椅子の方が投票しやすいよう、車椅子用の記載台やスロープを備え付けていますが、スロープがない場合でも係員が介助しますのでお気軽にお申し出ください。

　　　　　・　手話通訳者が必要な方は、事前に市区町村の選挙管理委員会へおたずねください。

（２）点字による投票

視覚に障がいのある方は、点字で投票することができます。

点字での投票を希望される方は、受付の際に投票管理者に点字で投票したいことをお申し出ください。

投票に当たっては、点字投票用の投票用紙が交付されますので、その用紙で投票してください。

点字器は、各投票所に用意しています。また、点字の候補者氏名等の名簿も備えつけてありますので、必要の方はお申し出ください。

選挙区選挙の投票の記載は当選させたい１人の候補者氏名を、比例代表選挙では投票したい１人の候補者氏名又は１つの政党等の名称若しくは略称を書いてください。

　　　
（３）代理投票

病気やけがなどで字が書けない方は、係員が補助者として投票を記載する代理投票の制度があります。

　　　　　　 受付の際に、代理投票をしたいことを投票管理者に申し出ると、投票所の事務に従事する者のうちから、二人の補助者が指定されます。
そのうち一人が選挙人の指示する内容を書き、残りの一人が立ち会います。
この場合、選挙人の意思表示は、原則、口頭によって確認することになりますが、選挙人の意思に基づく限り、投票所に貼られている候補者等の氏名を指し示す方法や紙片・名刺等の提示によって意思表示を確認することも可能です。
なお、誰に投票したかという投票の秘密は厳守されます。

上記（１）～（３）以外に、選挙期日の当日に用事等があって投票に行けない方のために、選挙期日前に投票を済ませておく期日前投票又は不在者投票の制度があります。

期日前投票及び不在者投票の内容については、次で詳しく説明します。
４　期日前投票及び不在者投票
選挙期日の当日に仕事やレジャー等の用務が見込まれる方のために、選挙期日前に投票を済ませておく制度です。

選挙人名簿に登録されている市区町村の選挙管理委員会で選挙期日前に行う投票は、原則として、期日前投票となりますが、選挙人名簿登録地と異なる市区町村の選挙管理委員会で行う投票や、都道府県選挙管理委員会から指定を受けた病院や老人ホーム、身体障がい者支援施設等に入院又は入所中の方がその病院や施設において行う投票は、不在者投票となります。

期日前投票、不在者投票のいずれも点字投票や代理投票ができます。

（１）期日前投票又は不在者投票のできる人

選挙期日に次のような事由に該当すると見込まれる選挙人の方が行うことができます。
Ａ　仕事や親族の冠婚葬祭などの予定がある方
Ｂ　レジャーや買物などの私用で、選挙期日に投票区（投票所の区域）外に出られる方
Ｃ　病気やケガ、妊娠などの理由で歩けない方
Ｄ　引っ越しなどをして、他の市町村に住んでいる方
Ｅ　天災又は悪天候により投票所に到達することが困難である方
（２）期日前投票又は不在者投票のできる期間

　　　　   〔選挙区選挙〕　

　　　　   〔比例代表選挙〕　

　　　　   　　            

○　市区町村の選挙管理委員会（市・区役所、町・村役場（以下「市役所等」という。）内）で行う期日前投票又は不在者投票は、上記期間中の土曜日、日曜日、祝日を問わず、各日とも原則として午前８時３０分から午後８時までの間に行うことができます。
なお、期日前投票又は不在者投票は、一部の市町村では市役所等の支所・出張所等複数の場所でも行われています。また、投票所により期間や時間が異なる場合がありますので、詳しくは市区町村の選挙管理委員会へお問合せください。

（３）期日前投票又は市区町村の選挙管理委員会で行う不在者投票
※　「不在者投票指定施設」における不在者投票については、５ページの（４）に記載していますので、そちらをご覧ください。

1 選挙人名簿に登録されている市区町村の選挙管理委員会で期日前投票を行う場合
選挙人名簿に登録されている市区町村の選挙管理員会で期日前投票を行う場合は、前記（２）の期日前投票を行うことができる期間中に、直接、市役所等(市区町村によっては支所・出張所等を含む。)に行って手続をしてください。

投票所入場整理券が届いていれば持参してください。（ただし、なくても投票できます。）
印鑑は不要です。

　　　　　   　 なお、投票時点で１８歳未満の人（選挙の期日には１８歳に達している方）は、期日前投票を行うことができず、不在者投票を行うこととなります。

※　市区町村の選挙管理委員会の期日前投票所及び不在者投票記載場所には介助を行う係員がいます。

駐車場の有無などは、事前に市区町村の選挙管理委員会に確認をお願いします。

②　選挙人名簿登録地と異なる市区町村の選挙管理委員会で不在者投票を行う場合

選挙人名簿に登録されている市区町村と異なる市区町村の選挙管理員会で不在者投票を行う場合は、以下の手続をしてください。
（ア）交付請求

「不在者投票宣誓書・請求書」により、選挙人名簿に登録されている市区町村の選挙管理委員会の委員長に対して、投票用紙等の交付を請求してください。請求は、郵便等によって行うこともできます。
また、請求は公示日前に行うこともできます。
ただし、投票をすることができるのは、公示日の翌日（７月５日（金））から選挙期日の前日（７月２０日（土））までの期間に限られますので注意してください。
※　「不在者投票宣誓書・請求書」の用紙は、このお知らせ（冊子）の１７ページに付けていますので、切り離し若しくは複写（コピー）の上使用してください。

※　「不在者投票宣誓書・請求書」の記載について

・　選挙人ごとに記載してください。

・　「私は、令和　年　月　日執行の　　　選挙の当日、…」欄の

「令和　年　月　日」に、当該選挙の期日を記載してください。

・　選挙の種類は、同一期日であれば複数の選挙を記載することができます。



（記載例）

　　　　　　　　私は、令和元年７月21日執行の参議院議員通常選挙の当日、…

・「氏  名」欄…原則は本人の署名（自分で書くこと）としていますが、署名が困難な場合は本人の意思を確認のうえ記名（代筆や氏名のゴム印など）で結構です。押印は不要です。

　　　　　　　・「現住所」欄…住民基本台帳（住民票）に記録されている住所を記載してください。　

・「送付先」欄…投票用紙等の送付先（住所地以外の市区町村で投票する場合は、送付先が「現住所」欄と同じ場所でも記載してください）を記載するとともに、（　）書きで「（○○県 ○○市（区・町・村）で投票）」と記載してください。

　　　　　　　・「Ａ」欄から「Ｅ」欄…該当する記号（Ａ～Ｅ、ア～オ等）に○を付してください。また、必要に応じて（　）内にも記入してください。
（イ）投　票

（ア）の交付請求の手続により投票用紙等を交付請求しますと、投票用紙、投票用内封筒、投票用外封筒、不在者投票証明書が交付（郵便等で送付）されますので、これを４ページ(２)の期間中に現在する（滞在先）市区町村の選挙管理委員会（一部支所・出張所を含む。）に持参して投票を行ってください。なお、不在者投票証明書の入っている封筒は、絶対に開封しないでください。

（４）不在者投票指定施設における不在者投票

病院（介護老人保健施設を含む。）・老人ホーム・身体障がい者支援施設・保護施設（いずれも病床数又は入所定員が概ね３０床(人)以上の施設）で、大阪府選挙管理委員会が不在者投票施設として指定した施設については、その施設内において不在者投票を行うことができます。

（５）郵便等による不在者投票

身体障がい者手帳、戦傷病者手帳又は介護保険の被保険者証をお持ちの方で、次のような障がい又は要介護の状態にある選挙人の方は、期日前投票又は一般の不在者投票のほかに、現在する場所（自宅など）で投票をする「郵便等による不在者投票」の方法があります。
①　郵便等による不在者投票のできる人
　　　　   （ア）　身体障がい者手帳をお持ちの方で、手帳に以下の事項が記載されている方
・　両下肢、体幹の障がい又は移動機能の障がいの程度が、１級又は２級

　　           ・　心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸の障がいの程度が、１級又は３級

・　免疫、肝臓の障がいの程度が、１級から３級まで
（イ）　戦傷病者手帳をお持ちの方で、手帳に以下の事項が記載されている方
・　両下肢、体幹の障がいの程度が、特別項症から第２項症まで
・　心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓の障がいの程度が、特別項症から第３項症まで
（ウ）　介護保険の被保険者証に、要介護状態区分が要介護５と記載されている方

（エ）　身体障がい者手帳をお持ちの方で、障がいの程度が前記（ア）の程度に該当することを大阪府内においては各市町村長が証明した方

（オ）　戦傷病者手帳をお持ちの方で、障がいの程度が前記（イ）の程度に該当することを都道府県知事が証明した方

　　なお、上記（エ）（オ）の証明の手続には相当の期間を要しますので、身体に障がいのある方につきましては各市町村の障がい福祉担当課へ、戦傷病者につきましては大阪府福祉部地域福祉推進室社会援護課へお早めに問い合わせいただき、証明願を提出してください。

②　郵便等による不在者投票の手続
　　　      ○　郵便等投票証明書の交付申請
郵便等による不在者投票を行うためには、「郵便等投票証明書」が必要です。

まだ郵便等投票証明書の交付を受けていない方や郵便等投票証明書の有効期限が経過している方は、「郵便等投票証明書交付申請書（代理記載なし）」（１９ページ）に身体障がい者手帳・戦傷病者手帳・介護保険の被保険者証又は①（エ）・（オ）の証明書を添えて、選挙人名簿に登録されている市区町村の選挙管理委員会の委員長に対して交付申請を行い、交付を受けてください。
代理の方が申請することもできますが、申請書には申請書本人の署名が必要です。
なお、「郵便等投票証明書」は、市区町村の選挙管理委員会から郵便等で送られてきます。

　　　      ○　投票用紙等の交付請求

「郵便等による不在者投票用紙等請求書（代理記載なし）」(２９ページ)にあらかじめ交付を受けた「郵便等投票証明書」を添えて、選挙期日の４日前（７月１７日）までに、選挙人名簿に登録されている市区町村の選挙管理委員会の委員長に対して、郵送などにより投票用紙等の交付を請求してください。

なお、投票用紙等は、選挙人名簿に登録されている市区町村の選挙管理委員会から郵便等で送られてきます。

　　　　　○　郵便等による不在者投票の方法
選挙区選挙の投票用紙には候補者１人の氏名を、比例代表選挙の投票用紙には１人の候補者氏名又は１つの政党等の名称若しくは略称を記載し、それぞれの投票用内封筒に入れて封をし、更にそれぞれの投票用外封筒に入れて封をします。

封をした外封筒の表面に投票の記載をした年月日及び場所（併せてその住所の番地まで）を記載し、氏名欄に必ず署名します。

　　　　　　○　郵便等投票の送付
以上の記載が終わった不在者投票用外封筒を、更に他の適当な封筒に入れて封をし、その表面に投票が在中する旨を明記した上で、選挙人名簿に登録されている市区町村の選挙管理委員会の委員長に送ります。送付を受けた当該委員長は、この不在者投票用外封筒を選挙期日当日の投票所を閉じる時刻までに投票所へ送らなければなりませんので、必ず郵便等でお早めにお送りください。

（６）郵便等による不在者投票における代理記載制度
前記（５）の郵便等による不在者投票をすることができる方で、自ら投票の記載をすることができない者として定められた次の要件に該当する方は、あらかじめ選挙人名簿に登録されている市区町村の選挙管理委員会の委員長に届け出た者（選挙権を有する者に限る。）に投票に関する記載をさせることができます。
①　郵便等による不在者投票の代理記載制度の適用を受ける方
（ア）　身体障がい者手帳をお持ちの方で、手帳に次のとおり記載されている方
・上肢又は視覚の障がいの程度が１級

（1） 身体障がい者手帳をお持ちの方で、上記の障がいの程度がこれらの程度に該当することを、大阪府内においては各市町村長が証明した方
　 　　　　　　※　身体障がい者手帳をお持ちでない方は、現に障がいを有していてもこの制度の　　　　　　　適用を受けることはできません。
（ウ）　戦傷病者手帳をお持ちの方で、手帳に次のとおり記載されている方
・上肢又は視覚の障がいの程度が特別項症から第２項症まで
（エ）　戦傷病者手帳をお持ちの方で、上記の障がいの程度がこれらの程度に該当することを、都道府県知事が証明した方
②　郵便等による不在者投票の代理記載制度による投票の手続
○　「郵便等投票証明書」に代理記載の方法による投票を行うことができる者である旨の記載を受けるための申請と、代理記載人となるべき者1名の届出の手続を行う必要があります。
・　「郵便等投票証明書」の交付申請と代理記載の方法による投票を行うことができる者であることの証明手続を併せて行う場合、まず、「郵便等投票証明書交付申請書（代理記載あり）」（２１ページ）の用紙を用いて、前記（５）の②の手続と同様に、選挙人名簿に登録されている市区町村の選挙管理委員会の委員長に対して交付申請を行ってください。
　 この場合、申請書に選挙人の署名は必要としません。

・　また、既に郵便等投票証明書の交付を受けている者が、代理記載の方法による投票を行うことができる者であることの証明手続をする場合は、「法第49条第3項に規定する選挙人に該当する旨の記載に係る申請書」（２３ページ）により、同じく選挙人名簿に登録されている市区町村の選挙管理委員会の委員長に対し、申請の手続を行ってください。

申請手続後、「郵便等投票証明書（代理記載あり）」が、選挙人名簿に登録されている市区町村の選挙管理委員会から郵便等で送られてきます。

・　次に、代理記載人となるべき者の届出の手続ですが、代理記載の方法による投票を行うことができる者は、投票に関する記載をする者を一人定め、「郵便等投票証明書（代理記載あり）」に「代理記載人となるべき者の届出書」（２５ページ）及び代理記載人となるべき者の「同意書及び宣誓書」（２７ページ）を添えて、選挙人名簿に登録されている市区町村の選挙管理委員会の委員長に届け出てください。
届出後、代理記載人となる者の氏名が記載された「郵便等投票証明書（代理記載あり）」が選挙人名簿に登録されている市区町村の選挙管理委員会から郵便等で送られてきます。

　 なお、これらの手続は一度に行うこともできます。

○　投票用紙等の交付請求
　　　　　     　「郵便等による不在者投票用紙等請求書（代理記載あり）」(３１ページ)にあらかじめ交付を受けた「郵便等投票証明書（代理記載あり）」を添えて、選挙期日の４日前（７月１７日）までに、選挙人名簿に登録されている市区町村の選挙管理委員会の委員長に対して、郵送などにより投票用紙等の交付を請求してください。

　　　　　　     なお、投票用紙等は、選挙人名簿に登録されている市区町村の選挙管理委員会から郵便等で送られてきます。

○　郵便等による不在者投票の方法
　　　　　　 　　 投票の方法については、前記（５）のとおりですが、封をした不在者投票用外封筒の表面に投票の記載をした年月日及び場所（住所の番地まで）を記載し、氏名欄には、必ず選挙人の氏名を記載するとともに、代理記載人の氏名を代理記載人本人が署名してください。

　　　　　　 
○　郵便等投票の送付
以上の記載が終わった不在者投票用外封筒を、更に他の適当な封筒に入れて封をし、その表面に投票が在中する旨を明記した上で、選挙人名簿に登録されている市区町村の選挙管理委員会の委員長に送ります。送付を受けた当該委員長は、この不在者投票用外封筒を選挙期日当日の投票所を閉じる時刻までに投票所へ送らなければなりませんので、必ず郵便等でお早めにお送りください。

※　次の用紙は、このお知らせ（冊子）の最後に付けていますので、切り離し若しくは複写（コピー）の上使用してください。

「不在者投票宣誓書・請求書」･････････････････････････････････････････１７ページ

　　　　　「郵便等投票証明書交付申請書（代理記載なし）」･･･････････････････････１９ページ

「郵便等投票証明書交付申請書（代理記載あり）」･･･････････････････････２１ページ

「法第49条第3項に規定する選挙人に該当する旨の記載に係る申請書」････２３ページ

「代理記載人となるべき者の届出書」･･･････････････････････････････････２５ページ

「同意書及び宣誓書」･････････････････････････････････････････････････２７ページ

　　　　　「郵便等による不在者投票用紙等請求書（代理記載なし）」･･･････････････２９ページ

「郵便等による不在者投票用紙等請求書（代理記載あり）」･･･････････････３１ページ
５　候補者等の情報を知るには
　　　　候補者の氏名や政見（政策・主張等）などの情報を選挙人に伝えるため、以下のような手段が用意されています。

（１）　選挙公報

　　　　　　①　選挙公報
　　　　　　　　選挙公報は、候補者の氏名や顔写真、政党等の名称、政見（政策・主張等）など、候補者等から提出された原稿によって選挙管理委員会が発行する印刷物で、選挙期日の２日前までに各世帯に配布されます。

　　　　　　　　また、不在者投票指定施設に対しても若干部数配布されます。
②　視覚に障がいのある方向け「点字版」・「音声テープ版」・「音声コード付拡大文字版」
大阪府選挙管理委員会では、希望する府内の視覚に障がいのある方々に、候補者等の選挙公報の内容等を点字、音声テープ又は音声コード付き拡大文字にした「選挙のお知らせ」を無料配布しています。
(ア)　点字版

	選挙等の種類
	発行物名称
	発行者
	内容

	参議院大阪府選出議員選挙
	月刊府視協号外
	一般財団法人大阪府視覚障害者福祉協会
	候補者の選挙公報全文等を点字化したもの

	参議院比例代表選出議員選挙
	点字毎日号外
	毎日新聞社・社会福祉法人日本盲人福祉委員会
	名簿届出政党等の選挙公報全文を点字化したもの


(イ)　音声テープ版
	選挙等の種類
	発行物名称
	発行者
	内容

	参議院大阪府選出議員選挙
	月刊府視協号外
	一般財団法人大阪府視覚障害者福祉協会
	候補者の選挙公報全文等を朗読し、カセットテープに録音したもの

	参議院比例代表選出議員選挙
	愛盲時報号外
	社会福祉法人日本盲人福祉委員会
	名簿届出政党等の選挙公報全文を朗読し、カセットテープに録音したもの


(ウ)　音声コード付拡大文字版
	選挙等の種類
	発行物名称
	発行者
	内容

	参議院比例代表選出議員選挙
	愛盲時報号外
	社会福祉法人日本盲人福祉委員会
	名簿届出政党等の選挙公報全文の文字を拡大し、音声コードを付したもの


○  申込み方法等
　　　　　　　 ・ 「点字版」「音声テープ版」「音声コード付拡大文字版」とも電話で大阪府選挙管理委員会へ申し込んでください。

　　　　　　　　　お申込みの際には「点字版」、「音声テープ版」又は「音声コード付拡大文字版」のいずれか一つを選んでください。

・  以前に国政選挙や知事・府議会議員選挙において申し込まれた方は、今回、新たに申込みをする必要はありません。一度申し込まれると、その申込みが取り消されるまで、選挙の都度、大阪府選挙管理委員会から郵送します。

なお、送付先に変更があった場合は、大阪府選挙管理委員会まで御連絡ください。

        　　　　　 また、市町村の議会の議員及び長の選挙においても「点字版」又は「音声テープ版」を配付している場合がありますので、そちらも併せて希望される方は、お申込みの際に申し出てください。

・　申込みは年間を通じて随時受け付けていますが、申込み日時により参議院議員通常選挙に関する「点字版」、「音声テープ版」及び「音声コード付拡大文字版」の配付ができない場合がありますので、今回の参議院議員通常選挙に関する申込みにつきましては、令和元年７月４日までに行ってください。

〔申込み先〕

大阪府選挙管理委員会  ℡０６（６９４４）９１１８
（２）　候補者の氏名等の掲示・点字の候補者名簿
投票所では、投票を記載する場所から見やすい場所に選挙区選挙の候補者の氏名及び所属党派別、比例代表選挙の名簿届出政党等の名称及び略称並びに名簿登載者の氏名が掲示されています。
　　　　　　　　 また、視覚に障がいのある方々のために、各投票所には点字の候補者等名簿が備えつけられています。

　　　　　　　　 なお、期日前投票所及び市区町村の選挙管理委員会が管理する不在者投票記載場所についても、候補者の氏名や政党等の名称などが掲示されています。

（３）　政見放送及び経歴放送
①　政見放送

選挙区選挙については候補者1人当たり1回につき５分30秒以内で次の回数の政見放送を、比例代表選挙については名簿届出政党等１つ当たり1回につき17分以内で名簿登載者の数に応じて次の回数の政見放送を、行うこととされています。
ア　大阪府選挙区選挙の実施放送局及び回数
	放送の種類
	放　送　局
	放送回数

	テ　レ　ビ
	日　本　放　送　協　会
（ＮＨＫ総合）
	２回

	
	テレビ大阪株式会社
	２回

	
	讀賣テレビ放送株式会社
	１回

	ラ　ジ　オ
	日本放送協会
（ＮＨＫ第１・６６６kHz）
	２回

	
	朝日放送ラジオ株式会社
（１００８kHz）
	１回


イ　比例代表選挙の実施放送局及び回数
	放送の種類
	放　送　局
	名簿登載者数による政見放送の回数

	
	
	1～8人
	9～16人
	17～24人
	25人以上

	テ　レ　ビ
	ＮＨＫ総合
	２回
	４回
	６回
	８回

	ラ　ジ　オ
	ＮＨＫ第１
（ ６６６kHz ）
	１回
	２回
	３回
	４回


②　経歴放送

　　　　　　　　選挙区選挙の候補者に関して、テレビでは、各放送局が行うそれぞれの候補者の政見放送の直前に候補者１人について１回30秒以内で行われます。なお、日本放送協会では候補者の政見放送の直前に行う経歴放送以外に別途１回放送されます。

ラジオでも、各放送局が行うそれぞれの候補者の政見放送の直前に経歴の紹介が行われます。

なお、日本放送協会では、ラジオによる政見放送の際に行う経歴の紹介の回数を含めて、概ね５回程度放送されます。

③　放送時間の決定

　　　　 　　　  各放送の時間帯は、令和元年７月４日の夜に決定されます。放送時間については、新聞で御確認いただくか、大阪府選挙管理委員会までお問い合わせください。
６　正しいルールで明るい選挙を
　　　　選挙運動は、選挙の公正を確保するために、一定のルールが設けられています。

　　　　次の事項は、候補者のみならず全ての人に適用されますので御留意ください。
（１）禁止される選挙運動（例）
○　事前運動
　　　　　　  　 選挙運動は、公示日（立候補の届出をした日）から選挙期日の前日までの間でしか行うことができず、立候補の届出前における選挙運動は事前運動として一切禁止されています。

　       ○　戸別訪問

　　　　　       選挙人の家や各病室、居住地などを一軒一軒訪ねて、投票を依頼したり、投票を得させないよう依頼することは、戸別訪問として禁止されています。

　       ○　飲食物の提供

　　　　　       選挙運動に関して、どんな名目であっても飲食物を提供することができません。

　　　　　       たとえば、いわゆる陣中見舞として選挙事務所にお酒を届けることも違反となります。

　　　　　       ただし、お茶受け程度の茶菓子の提供等一部例外があります。

（２）自由に行える選挙運動（例）

　         ○　個々面接
　　　　　       路上や電車の中でたまたま出会った知人等に投票の依頼をすることを個々面接といい、これは自由に行うことができます。

　○　ウェブサイトでの投票依頼

インターネットのウェブサイト上に投票依頼の書き込みをするなど、ウェブサイトを利用した選挙運動ができます。ただし、電子メールを利用した選挙運動は、候補者・政党等以外の者は禁止されています。
○　電話による投票依頼　など　

（３）選挙をきれいにする国民運動推進大阪府本部声明

　         　選挙をきれいにする国民運動推進大阪府本部は、令和元年５月１５日に次の声明を発表しています。
選挙をきれいにする国民運動推進大阪府本部
声明
　近く、第25回参議院議員通常選挙が執行されますが、国民の意思が正しく政治に反映され、民主主義が健全に発展するためには、不正や腐敗をなくし、明るくきれいな選挙が行われることが大切です。

　しかしながら、最近の選挙においても、買収、供応、文書違反、公共物への掲示箇所違反等の選挙犯罪が跡を絶たない状況にあることは、本当に残念です。

　私たちは、明るくきれいな選挙を実現するために全力を注ぎ、違法な行為に対しては厳正な措置を行う決意です。

　政党、立候補予定者、その他関係者におかれましては、国民の期待に応え、法令の定めに従い、ルールを守って、きれいな選挙を進められるよう、自戒自粛を強く求めます。

　一方、有権者の皆様には、選挙違反を厳しく批判し、主権者としての自覚を持ち、良識ある行動をとられるとともに、投票は主権者である私たちが政治に参加する最も重要な機会であることを鑑み、貴重な一票を必ず行使されるよう期待します。

　令和元年５月１５日
　　　　　　　　　　　　　選挙をきれいにする国民運動推進大阪府本部


　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府選挙管理委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪地方検察庁
　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府警察本部
　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪市選挙管理委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　堺市選挙管理委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府都市選挙管理委員会連合会
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令和元年７月５日（金）から７月２０日（土）まで














～不在者投票指定施設の職員の皆様へ～





不在者投票の手続に当たっては、入院・入所者と投票の日程など十分打合せの上、既にお知らせしております「不在者投票指定施設における不在者投票事務の手引」を参考にしてください。


この手引きは大阪府選挙管理委員会ホームページ（http://www.pref.osaka.jp/senkan/）で御覧いただけます。また、請求書及び内訳の作成を簡素化するため、このホームページに不在者投票管理経費請求書入力様式（入力シート）を設けておりますので、御活用ください。
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